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TEL&FAX：0595 (21) 8839      E-Mail：iga-ken@iga.ed.jp 

５月１５日（月）に、研修講座「外国人児童生徒教育①」を実施しました。講師として、伊賀市外国人児童生

徒日本語指導コーディネーターの船見和秀先生をお迎えし、在住外国人の動向や特別の教育課程を作成するにあ

たって大切なことなどについてご指導いただきました。在住外国人の動向については、国籍・地域別に見ても、

年々増加傾向にあることから長期滞在を見据えた支援が必要であることを改めて感じました。 

特別の教育課程の作成については、児童生徒一人ひとりが持つ多様な生活背景を把握することが大切であり、

特に将来のビジョンについて確認し、児童生徒に将来の展望が持てるよう指導していくことが大切であることを

学びました。講義の最後には、船見先生より書籍を紹介いただきました。紹介いただきました書籍は以下の通り

です。また、多言語・漢字学習アプリについてもご紹介いただきました。多言語・漢字学習アプリは、ポルトガ

ル語・スペイン語・ベトナム語・フィリピノ語・タイ語・英語・ベンガル語・日本語で漢字の学習ができるアプ

リです。以下にＵＲＬを添付させていただいています。日頃の学習はもちろんですが、漢検に向けた学習もでき

ると思います。一度試してみてはいかがでしょうか。 

【紹介いただいた書籍】 

 

 

【多言語・漢字学習アプリ「たふマルリン」】  

ＵＲＬ：http://www.tufs.ac.jp/social_international/materials/tufsmultiling.html 

 

 

 

 

 

 

 研修講座  B-1１ 外国人児童生徒教育① を実施しました！ 
「『特別の教育課程』の背景 

～アフターコロナをふまえて～」 

【講師】  伊賀市外国人児童生徒日本語指導コーディネーター 

                       船見 和秀 先生 

 

アンケートより【一部抜粋】 

・在留資格のこと、宗教上のこと、キャリア（職業選択の上で知っておくべきこと）についてなど「正しい情報」を持

っておくことが大切であると思いました。だからこそ多様な生活背景をしっかり把握することが大切だと思いまし

た。（小） 

・高校へのバトンをつなぐというのが大事な役割であると感じました。生徒だけでなく保護者も一緒に将来のビジ

ョンも含めて確かめていかなければならないと思いました。（中） 
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